
 

 

 

碧南市学校給食センターの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月 

碧南市教育委員会 庶務課  



 

               は  じ  め  に 
 

 学校給食は、明治２２年山形県鶴岡町で経済的に恵まれない児童に昼飯提供を行ったの

が始まりとされています。 

 本市の学校給食は、昭和２１年６月アメリカのガリオア資金（未開発地援助資金）によ

って大浜小学校が脱脂粉乳によるミルク給食を始めたのが最初です。その後、昭和２２年

愛知県学校給食実施要綱を受け、昭和２４年愛知県学校給食委員会の設置等給食制度の確

立が図られる中、昭和２６年には市内全小学校（５校）でパンとミルク、おかずの完全給

食を実施しました。 

 昭和２９年に学校給食法が制定され、翌３０年から新川中学校で補食給食が始まり、以

後順次各中学校においても給食を実施しています。 

 そして、高度成長時代に合わせ主食、副食の多様化、栄養面からのバランス等試行錯誤

を繰り返しながら、昭和４８年には木造施設の老朽化に伴い、衛生的で合理的な第１学校

給食センターを、昭和５６年には第２学校給食センターを設置し、市内全小中学校はもち

ろんのこと幼稚園をも含めた給食づくりをしてきました。 

時の流れと共に、調理の方式もドライ方式に変わり、学校給食センターの建替事業を平

成１５年度に基本計画と実施設計を実施し、１６年度に旧敷地の隣接地を買増しして、１

７年度には新第１学校給食センターを同敷地に改築し、翌年１８年度９月に本稼動しまし

た。平成２０年度９月に第２学校給食センターが現在地に移転して稼動しました。 

 主食については、週４回の米飯と週１回パン、月１回めん類等を取り入れています。 

 副食については、多種多様の食品を取り入れ、栄養のバランスのとれた献立づくりや、

食育推進計画に基づき地元の農産物を取り入れる給食づくりをし、児童生徒の健康保持増

進に努めています。 
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　１　学校給食センターの組織

(１)碧南市学校給食センター運営審議会

課長

(２)学校給食主任会
(３)学校給食献立研究会   
(４)物資選定会

第１学校給食センター

・所長 （第２センター兼務）          　１人
・主事 （第２センター兼務）育休 １２校(園)　約４，０００食
・栄養教諭 (県職) 　２人
・事務員（会計年度任用職員）           　２人

昭和建物管理㈱

営繕業務 　１人

㈱ヘキナンシティカンパニー

調理業務委託　８時間社員  　８人 　　４時間社員  １４人 
　　　　　　　　　　７時間社員  １７人 　　２時間社員  　１人

 計 　４０人

第２学校給食センター

・所長 （第１センター兼務）          　１人
・主事 （第１センター兼務）育休 　５校　　約３，０００食
・栄養教諭(県職) 　２人
・事務員（会計年度任用職員）           　２人

昭和建物管理㈱

営繕業務 　１人

㈱ヘキナンシティカンパニー

調理業務委託　８時間社員　　８人 　　４時間社員  １１人 
　　　　　　　　　　７時間社員  １６人 　　２時間社員  　１人

計  　３６人

三光陸運㈱ 　

配送委託　　　１８人

(1)碧南市学校給食センター運営審議会・・・・・・・・・学校給食センターの円滑な運営を図るため、保健所、市P連代表、
学校長代表、学識経験者等により構成され、年１回（基本）開催。

(2)学校給食主任会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・学校給食実施計画並びに各事業計画等審議していただくため、
校長会代表、各学校給食主任等により構成され、年数回開催。

(3)給食献立研究会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・献立、給食行事等を検討するため小中学校・幼稚園の給食主任
の代表、栄養教諭、学校栄養職員、調理員（委託）の代表により
構成され、年３回開催。　　

(4)物資選定会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・校長代表、課長、所長、栄養教諭等により翌月使用の物資をサン
　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　 プル・原料配合等を参考に品質・価格・安全性等を検討し選定。

令和７年４月１日現在

庶　務　課

・各小中学校幼稚園配膳業務等委託社員  ３４人 

教育委員会

教　育　長

教 育 部 長

３小学校…中央、大浜、棚尾小学校
２中学校…中央、南中学校

５幼稚園…新川、中央、大浜、棚尾、西端幼稚園
４小学校…新川、日進、鷲塚、西端小学校
３中学校…新川、東、西端中学校

配膳員（１０人）・校務員（２４人）

㈱ヘキナンシティカンパニー（第１、第２センター）
　８時間　マネージャー１人、栄養士２人
　　清掃員４人（７時間１人、６時間１人、４時間２人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計７人



 

 

２ 学校給食のあゆみ １／２ 

年 次 主 な 出 来 事 
 給食費（１食当たり） 

小学校(円) 中学校(円) 

昭和 ２１年 
大浜小学校を始め各小学校において、ガリオ
ア資金によるミルク給食を実施。 

  

２３ 「碧南市」として市制が施行された。   

２６ 
市内全小学校（５校）でパンと脱脂粉乳による
ミルク、おかずの完全給食を実施。 

  

２９ 「学校給食法」が制定される。   

３０ 
新川中学校で補食給食が始まる。以後、順次各
中学校において実施。 

  

４１ 学校給食にソフトスパゲッティ式めんを導入。   

４４ 給食費改定（４月） ４５ ５５ 

４５ 
従来の混合乳を全乳（牛乳）に切り替えた。 
給食費改定（４月） 

５５ ６５ 

４６ 給食費改定（６月） ６５ ７５ 

４８ 

第１学校給食センターが設置された。 
新川、大浜、棚尾の３幼稚園、新川、大浜、日
進、鷲塚の４小学校及び東中学校がセンター
方式になった。パンが多様化した。 
給食費改定（５月） 

７５ ９０ 

４９ 
給食費改定（４月）、西端幼稚園、４月開園（セ
ンター方式）。 
給食費改定（１０月） 

１００ 
１０５ 

１２０ 
１２５ 

５０ 
給食費改定（７月）、西端小学校、９月よりセ
ンター方式。 

１１５ １３５ 

５１ 給食費改定（７月） １３０ １５０ 
５２ 中央小学校４月開校（センター方式）。   

５３ 
学校給食に米飯を導入し、月２回程度実施。 
給食費改定（９月） 

１４０ １６０ 

５５ 給食費改定（９月） １５５ １８０ 

５６ 
第２学校給食センターが設置され、中央幼稚 
園、棚尾小学校、新川中学校、西端中学校、 
南中学校がセンター方式になった。 

  

５７ 給食費改定（１０月） １７０ ２００ 

６０ 
中央中学校４月開校（センター方式）。使用食
器具として、メラミン３点セット及びはしが
導入された。 

  

６２ 
学校給食に米飯を週３回実施し、郷土食、旬を
取り入れた特別食等の献立を実施した。 

  

平成 ３年 給食費改定（１２月） ２００ ２３０ 

   ５ 学校給食優良施設文部大臣表彰を授与した。   

   ６ 
中学校３年生を対象とした、卒業バイキング
給食を実施。   
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２ 学校給食のあゆみ ２／２ 

 

年 次 主 な 出 来 事 
 給食費（１食当たり） 

小学校(円) 中学校(円) 

平成 ８年 小学校６年生を対象としたバイキング給食を
実施。 ２００ ２３０ 

１１ 給食費改定（４月） ２２０ ２５０ 

１４ ７月１日より㈱ヘキナンシティカンパニーに
よる調理業務委託を開始した。   

１５ センター建替に伴う基本設計委託。   

１６ 

センター建替に伴う実施設計委託。 
４月から㈱ヘキナンシティカンパニーによる
学校配膳業務委託を開始した。小・中学校配
膳室の牛乳保冷庫を更新（６月よりリース開
始）した。 

  

１７ 第１学校給食センター建設工事。   

１８ 
新第１学校給食センター９月から稼動。 
旧第１学校給食センター解体工事。 
第２学校給食センター実施設計。 

  

１９ 第２学校給食センター建設工事   

２０ 
新第２学校給食センター９月から稼動。 
食物アレルギー児童・生徒及び園児に対し、
９月よりアレルギー対応表を作成配付。 

  

２１ 牛乳アレルギー児童・生徒及び園児に対し、
牛乳代金を給食費から控除。   

２２ 
給食材料及び給食残菜のリサイクル方式によ
る飼料化の実施。 
９月より第１学校給食センターの給食用食器
が高強度磁器からＰＥＮ樹脂に変更。 

  

２３ 給食費を保護者の指定口座から直接、市の指
定口座へ振替納入する。   

２４ ９月より第２学校給食センターの給食用食器
が高強度磁器からＰＥＮ樹脂に変更。   

２６ 給食費改定（４月） 
愛知県学校給食優良共同調理場表彰を授与。 ２４０ ２７０ 

２８ 碧南市小中学校における食物アレルギー対応
の基本方針を提示。   
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３ 給食実施計画 

(1) 令和７年度給食回数 

月 小学校 中学校 幼稚園 備         考 
４  １３回  １３回  １１回 １学期給食実施 

 小・中学校  ４／１１（金）～７／１７（木） 

 幼 稚 園  ４／１５（火）～７／１７（木） 

※小学校１年生は４月１８日（金）、幼稚園３歳児は５

月７日（水）からそれぞれ開始する。 

２学期給食実施 

 小・中学校、幼稚園 ９／３（水）～１２／２２（月） 

３学期給食実施 

 小・中学校、幼稚園 １／９（金）～３／２３（月） 

 ※中学校３年生は３月５日（木）、幼稚園５歳児は３月

１７日（火）、小学校６年生は３月１８日（水）を給

食最終日とする。 

５  ２０  ２０  ２１ 
６  ２１  ２１  ２０ 
７  １３  １３  １３ 
９  １８  １８  １７ 
10  ２２  ２２  ２２ 
11  １７  １７  １９ 
12  １６  １６  １５ 
１  １５  １５  １６ 
２  １８  １８  １８ 
３  １５  １５  １４ 
計 １８８ １８８ １８６ 

(2) 栄養管理 

学校はバランスのとれた栄養豊かな献立を提供することにより食生活の改善、ひいて

は生涯を健康で過ごす基礎を培うものである。また、下表に示すように家庭内では摂取

しにくい微量栄養素の割合が高くなっており、児童生徒の健康管理に一層の配慮がされ

ている。 

(3) 主食 

① 米飯‥‥‥週４回  ② パン‥‥‥週１回  ③ めん類‥‥‥月１回 

(4) 牛乳 

  毎食。栄養が総合的にかつバランス良く含まれており、特にカルシウムが多い。 

 (5) 副食 

学校給食摂取基準を満たすように、標準食品構成表に配慮しつつ、季節（旬）のもの、

行事食・地元特産品を取り入れたり、新献立にも取り組み、魅力ある食事内容とする。 

○ 学校給食摂取基準（１人１回当たり） 

  栄養素 

 

区分 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

kcal 

たんぱ 

く質 % 

脂肪 

% 

食塩 

ｇ 

ｶﾙｼｳﾑ 

mg 

鉄分 

mg 

ビ タ ミ ン 食物 

繊維 

ｇ A μg B1 mg B2 mg C mg 

幼 稚 園 490 

全体の 

13～20% 

全体の 

20～30% 

1.5 290 2.0 190 0.3 0.3 15 3.0 

小 
学 
校 

低学年 530 1.5 290 2.0 160 0.3 0.4 20 4.0 

中学年 650 2.0 350 3.0 200 0.4 0.4 25 4.5 

高学年 780 2.0 360 3.5 240 0.5 0.5 30 5.0 

中 学 校 830 2.5 450 4.5 300 0.5 0.6 35 7.0 
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４ 調理場の概要 

 碧南市第１学校給食センター 碧南市第２学校給食センター 

所在地 碧南市小屋下町３丁目１５番地 碧南市小屋下町３丁目１５番地 

電話 ０５６６（４２）２５０４ ０５６６（４８）０９８３ 

ＦＡＸ ０５６６（４８）７３９１ ０５６６（４８）７３９３ 

開設年度 
昭和４８年度 
改築：平成１８年度 

昭和５６年度 
新築移転：平成２０年度 

敷地面積 ９，０２７．６９㎡ 第１学校給食センターと同じ 

建物面積 ２，８４４．００㎡ １，４２３．４０㎡ 

調理能力 ５，４００食 ３，７２０食 

施設の概要 

本館（鉄骨造２階建） 
２，８１９．４３㎡ 

調理場（鉄骨造１階建） 
１，２２６．１４㎡ 

ブロアー室（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造） 
１４．６９㎡ 

車庫休憩室棟（鉄骨造１階建） 
１９７．２６㎡ 

ポンプ室（ステンレスパネル造） 
９．８８㎡ 

 

施工 主体工事 梶川建設株式会社（建築工事） 親和建設株式会社（建築工事） 

主な厨房設備   

蒸気回転釜 １０基 ７基 

ガス回転釜 １基 １基 

連続式揚物機 １基 １基 

スティームコンベンションオーブン ３基 ２基 

フードスライサー ３基 ２基 

カッター類 １基 １基 

ミキサー類 ２基 １基 

球根皮むき機 １基 １基 

食器洗浄機 １基 １基 

食缶洗浄機 １基 １基 

コンテナ洗浄機 １基 １基 

包丁等殺菌庫 ３基 ４基 

食缶器具類消毒保管庫 ２２基 １７基 

シンク（三連） ６台 ４台 

コンテナ ４１台 ２３台 

小型洗浄機 １基 １基 

ボイラー ２基 １(第１と併用)０基 

真空冷却機（ﾁﾗｰ付） １基 １基 
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５ 碧南市学校給食センターの設置に関する条例 

平成３年１２月２６日 
条 例 第 ６ ２ 号                     

 碧南市学校給食センターの設置および管理に関する条例（昭和４８年碧南市条例第１２号）の全部
を改正する。 
 （趣旨） 
第１条 この条例は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第３
０条の規定に基づき、学校給食センターの設置について必要な事項を定めるものとする。 
 （設置） 
第２条 碧南市立学校の設置に関する条例（平成３年碧南市条例第６１号）別表に掲げる学校（以下
「学校」という。）の学校給食を適正かつ円滑に実施するため、調理、栄養 指導等の業務を一括処理
する施設として、学校給食センター（以下「給食センター」という。）を設置する。 
２ 給食センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

碧南市第１学校給食センター 
碧南市小屋下町３丁目１５番地 

碧南市第２学校給食センター 

 （職員） 
第３条 給食センターに所長その他の職員を置く。 
 （審議会の設置） 
第４条 給食センターの運営に関する重要な事項について調査及び審議をするため、碧南市学校給食

センター運営審議会（以下「審議会」という。）を置く。 
 （審議会の組織） 
第５条 審議会は、委員２０人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が任命する。 
 (1) 識見を有する者 
 (2) 学校ＰＴＡの役員 
 (3) 学校の長 
３ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 
４ 委員は、再任されることができる。 
 （審議会の会長及び副会長） 
第６条 審議会に、会長及び副会長各１人を置く。 
２ 会長は、教育委員会が任命し、副会長は会長が指名する。 
３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 
 （審議会の会議） 
第７条 審議会は、会長が招集する。 
２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 
 （委員の報酬及び費用弁償） 
第８条 委員の報酬その他職務を行うために要する費用の弁償については、別に条例で定める。 
 （委任） 
第９条 この条例に定めるもののほか給食センターについて必要な事項は、教育委員会が定める。 
   附 則 
１ この条例は、平成４年４月１日から施行する。 
２ この条例の施行の際現に任命され、又は指名されている碧南市学校給食センター運営委員会の委

員又は会長若しくは副会長は、その任期が満了するまでの間、この条例の規定により任命され、又
は指名された審議会の委員又は会長若しくは副会長とみなす。 

   附 則（平成５年３月１１日条例第１５号） 
 この条例は、平成５年６月１日から施行する。 

附 則（平成２０年６月３０日条例第２１号） 
 この条例は、平成２０年９月３日から施行する。  
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６ 碧南市学校給食センターの管理に関する規則 

平成４年２月１４日                     

教育委員会規則第１号 

 碧南市学校給食センター規則（昭和４８年碧南市教育委員会規則第１号）の全部を改正する。 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６ 

２号）第３３条の規定に基づき、学校給食センター（以下「給食センター」という。） 

管理運営について必要な事項を定めるものとする。 

 （所掌事務） 

第２条 給食センターの所掌事務は、次のとおりとする。 

 (1) 学校給食の献立の作成に関すること。 

 (2) 学校給食用物資の購入に関すること。 

 (3) 学校給食の調理に関すること。 

 (4) 学校給食の運搬に関すること。 

 (5) 前各号に掲げるもののほか学校の幼児、児童及び生徒に係る栄養指導等に関するこ  

と。 

 （職員の職務） 

第３条 給食センターに次の各号に掲げる職員を置き、その職務は当該各号に定めるとこ 

ろによる。 

 (1) 所長 給食センターの事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

 (2) 栄養士 学校給食の献立の作成、調理の指導及び栄養の指導に従事する。 

 (3) 前２号に掲げる職員以外の職員 上司の命を受け、担当する事務に従事する。 

   附 則 

 この規則は、平成４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成４年６月２５日教委規則第１１号） 

 この規則は、平成４年７月１日から施行する。 

   附 則（平成１５年３月１９日教委規則第４号） 

 この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１８年３月２０日教委規則第２号） 

 この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年３月２０日教委規則第３号） 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
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７ 碧南市学校給食センター運営審議会委員 

任期 令和７年４月１日～令和９年３月３１日 
※任期 令和７年４月１日～令和８年３月３１ 

区    分 職   名 氏  名 
    

１号委員 識見を有する者   
 

 
 

 
 

会 長  
 

 
 

 
 

※ 
 

 

衣浦東部保健所 課長 
 

学校保健会代表 
 

歯科医部会会長 
 

薬剤師部会会長 
 

給食主任会代表 

（新川小学校給食主任） 

 

かわしま すぎこ 

川島 杉子 
すぎうら ときお                 
杉浦 時雄 
みしま ともひこ 

三島 知彦 
いしかわ じゅんや 

石川 順也 
 

おかの りょうた 

岡野 亮太 

  

２号委員 
 

学校ＰＴＡの役員  

ＰＴＡ連絡協議会 

給食担当 

  

  

※ 
 

※ 
 

 

新川小学校ＰＴＡ役員 
 

中央中学校ＰＴＡ役員 
 

かとう たつや 

加藤 達也 
みしま りゅうた 

三島 龍太 

３号委員 学校の長    
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副会長  

 

 
 

 
 

   
 

 
 

 

 

鷲塚小学校長 

 

西端小学校長 
 

中央小学校長 
 

大浜小学校長 
 

新川小学校長 
 

新川幼稚園長 

いしはら ひろふみ 

石原 博文 
かみや あきら 

神谷 晃 
すぎうら みちふみ 

杉浦 道文 
ふじうら はじめ 

藤浦 一 
すぎうら みほ 

杉浦 美穂 
すずき   さわこ 

鈴木 佐和子  

※ 運営審議会委員の任期は、碧南市学校給食センターの設置に関する条例第５条第３項に

より原則２年とする。委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

給食主任・ＰＴＡ代表は、委員が欠けた場合に該当し、任期は１年とする。 
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８　教育委員会所管主要事業一覧表

(庶務課）学校給食センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

単位：千円

科　目 事　業　名 R05当初 R06当初 R07当初 説　　　明

1-2　学校給食
     事務管理事業

994 3,449 915
 給食管理システム保守委託料
 に要する経費

1-3　学校給食費徴収事務
     業務委託事業

11,559 7,425 7,212
 学校給食費等口座振替システム
 業務に要する経費

2-1　施設維持管理事業 121,127 107,124 97,890
 学校給食センターの建物等の
 維持管理に要する経費

10款6項6目 2-2　器具維持管理事業 561 561 561
 学校給食センターの各調理機器等
の維持管理に要する経費

学校給食費 3-1　器具整備事業 900 900 900
 調理器具・食器具の整備
 に要する経費

4-1　学校給食センター
     運営審議会運営事業

58 51 51
 運営審議会の開催
 に要する経費

5-1　調理・洗浄器具等
     整備事業

137 137 144  衛生管理に要する経費

5-2　給食業務職員
     管理事業

701 560 560
 職員等検便検査料、職員用・
 見学者用 白衣被服代等
 （調理員用、配膳員用を除く）

5-3　賄材料調達事業 357,810 365,304 365,966  給食用材料購入に要する経費

5-4　食器具・食材料
     検査事業

583 583 400  食器具及び食材料の検査料

5-5　給食残さ資源化事業 16,940 16,940 17,322
 学校給食により発生する残さを
 資源化するために委託する経費

6-1　学校給食配送事業 52,079 53,036 50,534
 学校給食の配送、回収業務委託
 に要する経費

7-1　㈱ヘキナンシティ
     カンパニー委託事業

290,796 301,301 323,697
 学校給食の調理業務、配膳業務等
 を委託するために要する経費

8-1　学校給食費臨時事業 40,867 38,237 29,490
 学校給食センターの管理運営に
 要する臨時的経費、施設・物品
 の臨時的修繕等

計 895,112 895,608 895,642
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令和６年度 

 

 

碧南市学校給食実施状況 

 

 

 

 

 

 

碧南市教育委員会 庶務課 
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１ 栄養バランスのとれた給食づくり 

（１）バランスのとれた給食・生活習慣病予防給食の実施 

   学校給食の食事内容の適正を期するため、学校給食における一人一回あたりの学校

給食摂取基準が文部科学省より示されている。現状把握として毎月、学校給食栄養報告

書を作成している。それに基づき、碧南市の令和６年度の平均栄養摂取状況を報告す

る。 

＜充足率（年間平均）＞ ※充足率は、供給量から残食量を差し引いた摂取量で計算 

 

＜考察＞ 

 小学校では、エネルギー・たんぱく質が基準を下回った。中学校では、鉄・亜鉛・レ

チノール当量・ビタミンＢ１以外基準を満たすことができなかった。充足率は、残食量

が影響するため、子どもたちが苦手と感じる食材もおいしく食べられるよう献立を工夫

していきたい。残食量の年間平均を令和５年度と令和６年度と比べると減少している小

中学校が１２校中７校あった。少しずつ残食量が減ってきている印象があるが、コロナ

禍の影響で給食を食べきることへの意識が低くなっている児童生徒も多くいることか

ら、給食を食べきることへの指導について学校へ働きかけをしていきたい。 

 

 

0
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小学校
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（２）碧南市生活習慣病若年化対策事業に協力参加 

小中学校では、肥満傾向の児童・生徒に対し、養護教諭と連携して食事指導を継続

的に行った。 

健康課主催の小学校４年生対象の「健康へゴー！」教室で、血液検査や腹囲÷身長

比から要保健指導となった児童に対して、医師、保健師、運動療法士、歯科衛生士と

連携し、個別や集団で継続指導を行った。また、夏休みと冬休みの「健康へゴー！」

教室においても食生活指導を行った。 

（３）食育指導 

   栄養教諭が学校と協議し、教科及び特別活動で食育指導を実施 

題  名 実施日 対 象 内   容 

「たのしいきゅ

うしょく」 
４月 

中央小１年 

大浜小１年 

日進小１年 
給食開始時に、紙しばいを使って身じたく等気を

つけることについて知らせた。 

炒めるよさを知

って作ろう 
５月 日進小６年 

炒める調理のよさを知り、野菜炒めとスクランブ

ルエッグをおいしく作る調理計画を考えた。 

保健集会 ７月 
新川中１年 

南中１年 

中央中１年 

東中１年 

血液検査後の保健指導の一環として、食生活を整

えるポイントについて伝えた。 

健康によい食生

活について考え

よう 

７月 
新川中１年 

南中１年 

中央中１年 

血液検査で要指導の対象となった生徒に毎日の

食生活で気を付けるとよいことを伝えた。 

給食について 

知ろう 
７月 鷲塚小１年 給食が出来上がるまでの様子について知らせた。 

元気のでる朝ご

はんを知ろう 

（学校保健委員

会） 

９月 中央小３年 
養護教諭と連携し、朝食のはたらきや、バランス

のよい朝食について知らせた。 

学校保健委員会 ９月 日進小６年 

養護教諭と連携し、睡眠などの生活習慣を見直

し、朝ごはんを食べる大切さを伝えた。朝ごはん

の内容にも着目し、バランスよく食べるためのポ

イントを話した。 

給食センターＺ

ｏｏｍ見学 
９月 大浜小２年 

学校と給食センターをＺｏｏｍでつなぎ、実際の

調理風景を配信しながら、給食作りの説明をし

た。 

すくすく教室 
９月～

３月 

中央小４年 

大浜小４年 

鷲塚小４年 

血液検査で要指導の対象となった児童の中で希

望者に個別指導を実施した。 

和風に欠かせな

いだしを味わお

う 

１０月 鷲塚小５年 
家庭科「食べて元気に」の中で、だし入り・だし

なしのみそ汁の飲み比べを通してだしの役割を

知らせた。 
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学校保健委員会 １０月 大浜小 

３・４年 
養護教諭と連携し、野菜のよさを知り、たくさん

食べようと思えるような資料を提示しながら話

をした。 

給食センター 

見学 
５月 

１０月 

1 月 

鷲塚小２年 

中央小２年 

日進小２年 
給食センターへ見学を行い、調理風景を見たり、

調理道具に触れたりした。 

栄養バランスの

よい献立をたて

よう 

１１月 日進小６年 
献立をたてる時のポイントを調べ、栄養バランス

のよい献立のたて方を学んだ。 

学校保健委員会 １２月 
棚尾小 

４・５年 

給食の残菜を減らすために栄養バランスのよさ

など給食のよいところを紹介するとともに、給食

ができあがるまでに多くの人がかかわっている

ことを伝えた。また、冬休みの食生活についても

話し、おやつの食べ方を紹介した。 

「食べて元気

に」 
１２月 中央小５年 

給食の食材を五大栄養素に分け、それぞれの働き

を学んだ。 

献立を工夫して １月 大浜小６年 
一食分の献立を作成する時に栄養のバランスや、

分量などを一人一人にアドバイスした。 

よりよく育つ 

ための生活 １２月 日進小４年 養護教諭と連携し、体育科（保健領域）で授業を

した。 

どんな食べ物に

どんな働きがあ

るのかな 
１月 日進小５年 

棚尾小５年 
給食の食材を五大栄養素に分け、それぞれの働き

を学んだ。 

資料を見て考え

たことを話そう ２月 中央小５年 教科書に載っている日本の食品ロスのグラフを

碧南市の給食におきかえて提示した。 

（４）給食時指導 

   栄養教諭が給食時に学校に出向き、栄養指導を実施した。 

対象学年 実施予内容 

新川小、棚尾小 

西端小 
全学年全クラスを巡回 

中学校１年生 朝食（脳の働き・持久力） 

   栄養バランスを考えた食生活を自己管理できる能力を高めるため、栄養教諭が在籍

しない小学校は、担当校全クラスの給食を確認し、児童の実態把握を行った。中学校

１年生については、生活習慣の基本となる朝食についての指導を行った。 

 

２ 豊かな感性を育てる学校給食づくり 
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（１）卒業記念スペシャルメニュー 

   令和７年２月１２日（水）、中学校３年生を対象に卒業を記念して、人気献立である

ハヤシシチュー、ウインナー、海そうサラダに加え、中学校３年生のみ、焼きそば、

ケーキを加えたスペシャルメニューを提供した。 

（２）ふれあい給食の実施 

   調理員、栄養教諭及びセンター職員が小学校及び幼稚園へ出向き、一緒に給食を食

べて、食に関する理解を深めた。 

 

３ 安全な給食づくり 

（１）食品・食器等の検査 

   月に一回、半田市医師会健康管理センターにおいて、腸管出血性大腸菌 O-157、サル

モネラ、細菌数等の検査を行った。検査結果は【別表１】のとおり。 

（２）調理従事者の衛生教育 

４月８日 「衛生講習会」「食物アレルギー」研修会を実施 

８月２３日 

２６日２７日 
「場内、各担当班の実務研修」勉強会を実施 

９月 ３日 
「衛生講習会」「指差し確認」「怪我をした時の対処法」研修会を

実施 

１２月２４日 「手洗いチェッカー」研修会を実施 

１月８日 「ノロウイルス研修」、「嘔吐物の処理の仕方」研修会を実施 

 

４ 学校給食の認識を深める 

（１）学校給食週間（１月２３日から１月２９日） 

   学校給食の意義、役割等について理解と関心を高めるため、愛知県の郷土料理や碧

南産食材を使った献立を提供した。特に、１月２３日の碧南にんじんの日には、碧南

にんじん部会より提供された「へきなん美人」を使い、『人参しりしり』、『へきなん美

人の豆乳みそ汁』を提供した。また、碧南市で醸造された「白しょうゆ」と愛知県産

のにんじん（すりおろし）を使用した『鶏肉のにんじんソースがけ』も提供し、すべ

ての料理ににんじんを使用した「にんじん献立」を提供した。 

（２）食育月間・食育の日 

６月１９日に「愛知を食べる学校給食の日」として県内の旬の食材や碧南産食材を

紹介する献立を提供した。また、１１月２１日には「秋を感じる和食の日」として、
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碧南市で醸造された「有機白しょうゆ」や、秋が旬の食材、地場産物を使い、和食の

よさである、季節を感じることのできる献立を提供した。 

【愛知を食べる学校給食の日】 

ニギスフライ、新たまねぎの和風ソテー、愛知のぶたじる、蒲郡みかんゼリー 

【秋を感じる和食の日】 

鰆のもみじ焼き、吹き寄せ煮、湯葉と紅葉のすまし汁、きなこおはぎ 

（３）学校給食試食会 

   保護者等が児童・生徒と同じ給食を試食することで、望ましい学校給食のあり方や

栄養についての理解を深めてもらった。 

実 施 日 場 所 参 加 者 人数 

９月２２日 給食センター 中央小学校保護者 ２１人 

（４）食育だよりの発行 

第１号 ４月８日発行 
学校給食を通じて学び、身につけたいこと 

碧南市の学校給食を紹介します！ 

第２号 ６月１９日発行 
「愛知を食べる学校給食の日」献立 

碧南市の地場産物 

第３号 ７月１９日発行 
健康に過ごすための秘訣を探ろう！ 

安全においしく食べるために必要なこと 

第４号 ９月１９日発行 
「もしもの時」に備えよう 

ローリングストックで何を備蓄すればよい？ 

第５号 １１月１８日発行 
「秋を感じる和食の日」献立 

和食のよさを見直そう 

第６号 １月２３日発行 
クッキングコンテストの結果発表と児童が作った料理

の紹介 

（５）クッキングコンテスト 

   小学校５・６年生を対象に、地元の産物を使った自分で簡単にできる朝ごはん献立

を募集、応募総数７６４点の中から書類選考で選ばれた５名によりコンテストを実施

した。詳細は【参考資料１】のとおり。 

 

５ その他食事内容の充実を図る 

献立研究会 

   栄養教諭、給食主任代表及び調理員等により、給食献立の質の向上や新献立の検討

のために学期毎に実施。 
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令和６年度 食品、食器等検査結果表                  【別表１】 

月 品 名 検 査 項 目 結 果 

５月２７日 

こんにゃく(糸)（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 10 未満 (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 

辛子あえ（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 9.5×10 (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

豚ももスライス（第 2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 4.1×10³ (CFU/g) 
サルモネラ菌 陰性 
病原性大腸菌Ｏ157 陰性 

６月１０日 

板こんにゃく（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 10 未満(CFU/g) 
大腸菌群 陰性 

野菜の梅あえ（第 2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 1.0×10 (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

７月１０日 

すいか（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 4.5×10 (CFU/g 以上) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

すいか（第 2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 2.7×10³ (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

大椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

小椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

平皿（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

９月２５日 

板こんにゃく（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 10 未満(CFU/g) 
大腸菌群 陰性 

豚肉ももスライス（第 1 ｾ
ﾝﾀｰ） 

一般生菌数 2.2×10⁴(CFU/g) 
サルモネラ菌 陰性 
病原性大腸菌Ｏ157 陰性 

豚ひき肉（第 2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 7.6×10⁴(CFU/g) 
サルモネラ菌 陰性 
病原性大腸菌Ｏ157 陰性 

和え物しゃもじ（第 1・2 ｾ
ﾝﾀｰ） 

一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

９月２５日 赤ピーマン（第 1 ｾﾝﾀｰ） 

残留農薬検 
（クロルピリホス、クロ
ルフェナピル、ダイアジ
ノン、マラチオン） 

不検出 

１０月３０日 

れんこん５ｍｍスライス
（第 1 ｾﾝﾀｰ） 

一般生菌数 1.1×10⁸ (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 

ウインナー３ｍｍスライ
ス（第 1 ｾﾝﾀｰ） 

一般生菌数 5.0×10⁵ (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 
サルモネラ菌 陰性 
保存料（ゾルビン酸） 不検出 

豆腐（第 2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 3.4×10³ (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

赤みそ（第 2 ｾﾝﾀｰ） 保存料（ゾルビン酸） 不検出 
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月 品 名 検 査 項 目 結 果 

１１月７日 

ひじきサラダ（第 2 ｾﾝﾀ
ｰ） 

一般生菌数 2.0×10 (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

きくらげ（第 1 ｾﾝﾀｰ） 

残留農薬検 
（アセフェート、アトラ
ジン、クロルピリホス、
クロルフェナピル、ペル
メトリン、マラチオン、
メタミドホス） 

不検出 

切干大根（第 1 ｾﾝﾀｰ） 漂白剤（二酸化硫黄） 不検出 

むき枝豆（第 2 ｾﾝﾀｰ） 

残留農薬検 
（エトフェンプロック
ス、ジノテフラン、シモ
キサニル、シアゾファミ
ド、チアメトキサム、ベ
ンチアバリカルブイソプ
ロピル） 

不検出 

１２月１１日 
 

大根のごまあえ（第 1 ｾﾝﾀ
ｰ） 

一般生菌数 9.1×10² (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

卵液（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 8.0×10 (CFU/g) 
サルモネラ菌 陰性 

ハム短冊（第 2 ｾﾝﾀｰ） 

一般生細菌 1.2×10³ (CFU/g) 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 
サルモネラ菌 陰性 

鶏ももスライス（第 2 ｾﾝﾀ
ｰ） 

一般生菌数 4.8×10⁴ (CFU/g) 
サルモネラ菌 陰性 
病原性大腸菌Ｏ157 陰性 

大椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

小椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 
一般細菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

平皿（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 
一般細菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

１月９日 

ちくわ（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 10 未満 
大腸菌群 陰性 
保存料（ソルビン酸） 不検出 

中華めん（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 5.5×10 (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

アンニンドーフ（第 1 ｾﾝﾀ
ｰ） 

一般生菌数 10 未満 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

やみつききゅうり（第 2 ｾ
ﾝﾀｰ） 

一般生菌数 10 未満 
大腸菌群 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 

大椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 澱粉性残留物 不検出 

小椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 脂肪性残留物 不検出 

はし（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 澱粉性残留物 不検出 
脂肪性残留物 不検出 

２月２５日 豆腐（第 1 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 4.5×10 (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 
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ベーコン（第 1 ｾﾝﾀｰ） 

一般生菌数 10 未満 
E.coli 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 
サルモネラ菌 陰性 

 

いんげん冷凍（第 2 ｾﾝﾀ
ｰ） 

一般生菌数 7.0×10 (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 

ごま（第 2 ｾﾝﾀｰ） 
一般生菌数 3.7×10² (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 

大椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

小椀（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

平皿（第 1・2 ｾﾝﾀｰ） 一般生菌数 陰性 
大腸菌群 陰性 

３月３日 生揚げ（第 1 ｾﾝﾀｰ） 

一般生菌数 9.0×102 (CFU/g) 
大腸菌群 陰性 
黄色ブドウ球菌 陰性 
病原性大腸菌Ｏ157 陰性 

３月５日 ミックスみそ（第 1 ｾﾝﾀ
ｰ） 保存料（ゾルビン酸） 不検出 

※E.coli：糞便系大腸菌群、腸管出血性大腸菌：O-157 

※食品衛生法に基づく基準値を超える検体はありませんでした。  
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【参考資料１】 
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令和７年度 

 

 

碧南市学校給食実施計画書（案） 

 

 

 

 

 

 

 

碧南市教育委員会 庶務課 

 

  

 





 

 １

１ 基本方針 

 

 学校給食法は、第２条に学校給食の目標を次のように定め、教育の目的を具体化するた

めの努力を求めている。 

(1) 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。（心身の健康） 

(2) 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことがで

きる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。（食事の重要性） 

(3) 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。（社会性） 

(4) 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命

及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。（感謝の心） 

(5) 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を

深め、勤労を重んずる態度を養うこと。（社会性・感謝の心） 

(6) 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。（食文化） 

(7) 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。（食品を選択する能力） 

 

 当市も今日まで、その目標の達成をめざして幾多の困難を克服しつつ、着実に成果をあ

げてきた。 

 基より学校給食の指導は、学校教育目標と直結して全教育活動の中で行われなければな

らないが、指導要領の改訂に伴い、健康教育の一環としての食育指導や給食指導の位置づ

けが一層明確化されている。 

 したがって、健康教育面を重視しつつ、豊かな心とたくましく生きる力をもつ児童生徒

を育てる援助ができればと、次項の目標を基に事業を推進する。 

 また、平成８年度に発生した病原性大腸菌Ｏ－１５７をはじめ、全国の学校給食で食中

毒が発生している中、平成９年４月１日文体学第２６６号及び平成１５年３月３１日文科

ス第４８６号、平成１７年３月３１日文科ス第４６２号、平成２１年３月３１日文科ス第

６４号で示された「学校給食衛生管理基準」を基に、当市では引き続き施設管理の改善、

調理作業の見直し等、衛生面の徹底をはかり安全な給食づくりを行っていく。 

＜目標＞ 

・栄養バランスのとれた給食づくりをする。   ・安全な給食づくりをする。 

・豊かな感性を育てる給食づくりをする。    ・学校給食の認識を深める。 
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２ 施策 

(1) 栄養バランスのとれた給食づくりをする 

  ア バランスのとれた給食の実施 

栄養バランスのとれた多様な献立づくりをし、児童生徒の健康保持増進に努める。 

カルシウム・鉄は、家庭でも摂取が難しい栄養素なので、強化食材を取り入れる

など、少しでも基準に近づくよう努める。 

  イ 生活習慣病予防に配慮し、日本型食生活を推奨する献立の実施 

生活習慣病予防に効果のある食物繊維や、カルシウム、鉄分をはじめミネラル豊

富な食品、噛みごたえのある食品を使用したメニューを積極的に取り入れる。 

  ウ 給食時指導 

給食時にクラスに訪問し、当日の給食を活用し、「食」に対する興味・関心を児童

生徒に持たせ、よい食生活について理解させることを目的に実施する。小学校は栄

養教諭で担当校を分担し、原則火曜日に巡回を行う（全クラス順番に巡回を実施）。

中学校１年生は訪問計画【別表１】（Ｐ５）のとおり実施する。 

エ 食育指導 

食育基本法が制定され、食育指導の重要性が叫ばれるようになり、碧南市におい

ても、教育委員会の努力目標として、給食の時間、家庭科、体育科（保健領域）、

学級活動、総合的な学習の時間などで食育関連の取り組みを充実させ、特に朝食欠

食への歯止めをかけることを掲げている。 

栄養教諭等は、教科及び給食を教材として授業を行う予定である。 

また、２年に１回の食事アンケートを実施する。（令和８年度実施予定） 

(2) 豊かな感性を育てる給食づくりをする 

  ア ふれあい給食 

調理員、センター職員等が学校へ出向き、児童と一緒に給食を食べながらふれあ

いの場を持つものとする。日程は【別表２】（Ｐ６）のとおり。 

  イ 啓発用資料 

予定献立表を各学級に掲示し、教材として活用する。また、家庭に毎月配布する。 

  ウ 放送用資料 

給食時の放送用資料として、日々の献立のねらいやメッセージを月ごとにまとめ、

小学校に配布する。 
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 (3) 安全な給食づくりをする 

  ア 衛生管理の徹底 

学校給食の施設設備については、学校給食衛生管理基準に基づき整備を図り、衛

生管理を徹底する。 

  イ 食品・食器の検査 

定期的に抜き取りで、厚生労働省登録検査機関である愛知県学校給食会の検査室

及び専門機関において実施する。予定表は【別表３】（Ｐ７）のとおり。 

なお、より安全性を確認するため、食材納入業者の理解と協力を得て使用する食

品の検査を自主的に行っていただき、食材納入業者の衛生管理水準を向上するため

の取り組みを促す。 

  ウ 関係者の意識向上 

衛生管理研修会の充実を図る。 

 (4) 学校給食の認識を深める 

  ア 学校給食週間（１月２４日～１月３０日） 

本週間は、学校給食の意義、役割等について児童生徒や教職員、保護者、地域住

民等の理解と関心を高め、学校給食のより一層の充実発展を図ることを目的とする。

本年度は給食に地場産物を生かした献立や愛知県の郷土料理を取り入れる。 

  イ 保護者に対しての試食会 

保護者及び関係者に、給食に対する正しい理解を図ることを目的とする。各学年、

年１回以内の実施とする。 

  ウ 食育だよりの発行 

    年６回、給食に関するテーマについて発行する。また、「朝ごはん」に関する内容

も情報発信していく。発行月は、４月、６月（愛知を食べる学校給食の日）、７月、

９月、１１月（和食または地産地消献立について）、１月（クッキングコンテスト結

果）を予定している。 

  エ クッキングコンテスト（募集は夏休み、本選実施は冬休み予定） 

一日の食事の中で一番大切な「朝食」を取り上げ、碧南市で生産されている食材

や産物を取り入れ、朝から野菜をしっかり食べることができるように「ぼくたち、

わたしたちにまかせて かんたん碧南朝ごはん～朝から野菜をたくさん食べよう～」

をテーマとして、子どもが一人で調理できる「朝食」献立について、小学生５・６



 

 ４

年生を対象に募集し、冬休み中にコンテストを実施する（１２月２４日）。入賞献立

は食育だよりに掲載し、実施可能なものは学校給食に取り入れる。 

オ 食育月間・食育の日（６月１９日） 

愛知県では、国の食育基本計画に定められた「食育月間」である６月に「食育の

日」である１９日を含む週にて、地場産物を活用した「愛知を食べる学校給食の日」

を計画している。 

碧南市では、地場産物の紹介や地域に伝わる郷土料理等の食文化についての啓発

資料として、食育だよりを活用する。 

また、「和食の日」（１１月２４日）に合わせ、地場産物の活用を行いつつ、和食

の推奨に努める。（１１月２０日実施予定） 

  カ 食物アレルギーへの対応 

    希望者へ「食物アレルギー詳細な献立表」【参考資料１】（Ｐ８）を配布し、給食

センターのホームページでも情報を公開する。また、牛乳アレルギー又は乳糖不耐

症等の疾患により飲用牛乳を飲めない児童等に対しては牛乳を提供しないものとし、

牛乳代金相当額の減額を行う。 

    【食物アレルギーの詳細な献立表の格納場所】 

    幼稚園…【全庁共有】-【幼稚園】-【詳細な献立】 

    小中学校…【教員センターサーバー】 

 

参考資料 

・学校給食指導の手引き（平成４年 文部省） 

・学校給食の管理と指導（愛知県教育委員会 愛知県学校給食会） 

・望ましい食事環境を目指して（平成２年３月 日本体育・学校給食センター） 

・学校給食衛生管理基準（平成９年４月１日 文体学第２６６号、一部改訂 平成１５

年３月３１日文科ス第４８６号、一部改訂 平成１７年３月３１日文科ス第４６２号、

一部改訂 平成２１年３月３１日文科ス第６４号通知） 
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【別表１】 

令和７年度 栄養教諭等の巡回校訪問（給食時指導）計画 

 

西端中学校  ９月 ８日（月）～ ９月１９日（金） の間 

中央中学校  ９月２２日（月）～１０月 ３日（金） の間 

新川中学校 １０月 ６日（月）～１０月１７日（金） の間 

南中学校  １０月２０日（月）～１０月３１日（金） の間 

東中学校  １１月 ４日（火）～１１月１４日（金） の間 

  

１ 参加者  栄養教諭 

２ 実施日  上記のとおり。ただし、学校行事等ある場合はセンターと調整する。 

（前月に、日にちと訪問クラスを決定する。） 

３ 内 容  給食時にクラスに入って、１０分程度食指導を行う。 

       中学校１年生：朝食（脳の働き・持久力） 

４ その他  中学校２・３年生の訪問については、各学校の要望に応じて行う。 

 

【別表２】 

令和７年度 ふれあい給食計画 

 

予 定 月 予 定 学 校 

５月 日進小学校 

６月 棚尾小学校 

７月 中央小学校 

９月 新川小学校 

１０月 大浜小学校 

１１月 鷲塚小学校 

１２月 西端小学校 

 

１ 参加者 小学校：調理員２名、栄養教諭 

２ 実施日 上記実施予定月とし、実施日については各学校と調整する。 

３ 内 容 参加者がクラスに入り、児童と一緒に給食を食べる。 
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【別表３】 

令和７年度 食品、食器等検査予定表 

月 品 名 検 査 項 目 月 品 名 検 査 項 目 

４
月 

こんにゃく 
細菌数 

10
月 

野菜 
腸管出血性大腸菌 

大腸菌群 残留農薬 

練り物 
細菌数 

焼きそば 
細菌数 

大腸菌群 大腸菌群 
保存料 黄色ブドウ球菌 

鶏卵 
細菌数 

調理済み食品 
(当日の給食） 

細菌数 
サルモネラ菌 Ｅ－ｃｏｌｉ 

食器（３種） 
細菌数（拭き取り） 黄色ブドウ球菌 
大腸菌群（拭き取り） 

11
月 

豆腐 
細菌数 

５
月 

生揚げ 

細菌数 大腸菌群 
大腸菌群 黄色ブドウ球菌 
黄色ブドウ球菌 

豚肉 
細菌数 

腸管出血性大腸菌 腸管出血性大腸菌 

牛肉（ひき肉） 
細菌数 

調理済み食品 
(当日の給食） 

細菌数 
腸管出血性大腸菌 Ｅ－ｃｏｌｉ 

６
月 

味噌 保存料 黄色ブドウ球菌 

豚肉 
細菌数 

野菜・果物 
残留農薬 

腸管出血性大腸菌 腸管出血性大腸菌 

野菜・果物 
残留農薬 

食器(大わん)第１ 
残留脂肪 

腸管出血性大腸菌 残留でんぷん 

調理済み食品 
(当日の給食） 

細菌数 
食器(大わん)第２ 

残留脂肪 
Ｅ－ｃｏｌｉ 残留でんぷん 
黄色ブドウ球菌 

12
月 

食器（はし）第１ 
残留脂肪 

７
月 

鶏肉 

細菌数 残留でんぷん 
サルモネラ菌 

食器（はし）第２ 
残留脂肪 

腸管出血性大腸菌 残留でんぷん 
抗菌剤 

なまふ 
細菌数 

調理済み食品 
(当日の給食） 

細菌数 大腸菌群 
Ｅ－ｃｏｌｉ 黄色ブドウ球菌 
黄色ブドウ球菌 切干し大根 漂白剤 

食器(小わん)第１ 残留脂肪 

１
月 

大豆製品 
細菌数 

食器(小わん)第２ 残留脂肪 大腸菌群 

９
月 

牛肉 
細菌数 腸管出血性大腸菌 
腸管出血性大腸菌 

種実類 
細菌数 

食肉製品 

サルモネラ菌 大腸菌群 
Ｅ－ｃｏｌｉ 
黄色ブドウ球菌 
保存料 
細菌数 

食器（３種） 
細菌数（拭き取り） 
大腸菌群（拭き取り）

  

調理済み食品 
(当日の給食） 

細菌数 
Ｅ－ｃｏｌｉ    

黄色ブドウ球菌    

食器（３種類） 
細菌数（拭き取り）    

大腸菌群（拭き取り）    
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【参考資料１】 
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【参考資料２】 

 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

４月 ５月 ６月 ７月

　 　 1 2 3 4 5     1 2 3 1 2 3 4 5 6 7   1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30    25 26 27 28 29 30 31 29 30 27 28 29 30 31   

  

（4/8 小学校入学式） *5/7 3歳児給食開始 *7/17 1学期給食最終日

（4/9 中学校入学式） （7/18 1学期終業式）

（4/10 幼稚園入園式）

*4/11 1学期給食開始

*4/15 4・5歳児給食開始

*4/18 小1給食開始

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

９月 １０月 １１月 １２月

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4       1 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27
28 29 30     26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31
   31   

（9/1 2学期始業式） 11/21　学校ホリデー *12/22　2学期給食最終日

*9/3 2学期給食開始 （12/23　2学期終業式）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１月 ２月 ３月

    1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7
4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 ※学校ホリデー未実施の場合

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 　　１８９回

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
25 26 27 28 29 30 31 29 30 31
  

（1/7 3学期始業式） *3/5 中3給食最終日

*1/9 3学期給食開始 （3/6 中学校卒業式）

*3/17 5歳児給食最終日

（3/18 幼稚園卒園式）

*3/18 小6給食最終日

（3/19 小学校卒業式）

*3/23 3学期給食最終日

（3/24 3学期修了式）

備考

１．給食実施日は、土・日・祝祭日を含まない。

２．年度の給食開始日は、小学校の入学式の３日後とする。

　　ただし、小学１年は給食開始日の７日後（土・日・祝祭日を含む）とする。

　　また、４・５歳児は入園式の３日後（入園式が小学校の入学式より早い場合は、小学校入学式の３日後）、３歳児は

　５月連休後の初日とする。

３．学期の開始日は、始業式の２日後とする。学期の最終日は終業式の前日とする。

４．年度の給食最終日は、修了式の前日とする。

　　ただし、小学６年及び中学３年は卒業式の前日、５歳児は卒園式の前日とする。

５．上記は給食実施日の原則的な考え方とし、校長会及び園長会において、給食実施日の協議を経た後に決定する。

令和７年度　学校給食実施回数

１学期

13回 20回 21回 13回

16回

３学期

年間実施回数

188回

15回 18回 15回

２学期

18回 22回 17回


